
昭和5年9月に完成した、
北区と都島区を結ぶ橋です。
橋全体が銀色に塗られている
ことから、銀橋という愛称で親し
まれています。戦前では国内
最大のアーチ橋でした。

「都島」の地名は、大隅宮や⾧柄
豊碕宮が淀川を隔てた対岸辺り
にあったと想定し、これらの宮の近
くであることから生まれた、あるいは
これらの都に向き合う島という
意味の「都向島」が転化
したものと考えられています。

「人と水辺の絆の復活（心に響く都
心のオアシス）」をコンセプトに、一級
河川大川左岸の水辺を活用して整
備されました。「砂浜ゾーン（愛称:
桜ノ宮ビーチ）」と「自然再生ゾーン」
で構成されています。

近代の関西を代表する実業家で
藤田財閥の創始者・藤田伝三
郎が明治時代に造営した大邸宅
の跡に開かれた庭園です。園内の
一部に当時の庭園が残り、「旧藤
田邸庭園」として大阪市指定文
化財となっています。

明治28年11月13日、当時
の市年間予算の3倍強の経
費と3年余の歳月をかけ61万
人の給水能力をもつ施設が
整備され、大阪市最初の上
水が、ここから送水されました。
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